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学
校
法
人
専
修
大
学
の
２
０
１
２
年
度
決
算
は
、
５
月
２９
日
開

催
の
理
事
会
・
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ
、
確
定
し
た
。

本
法
人
は
、
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
「
社
会
知
性
の
開
発
」
を
達
成

す
る
た
め
に
、
「
学
生
を
基
本
に
据
え
た
大
学
づ
く
り
」
を
念
頭

に
、
大
学
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
１２
年
度
は
、
東
日
本
大
震

災
に
伴
う
対
応
、
教
育
・
研
究
力
の
強
化
、
教
育
研
究
環
境
の
整

備
、
学
生
支
援
の
充
実
、
知
の
発
信
及
び
社
会
地
域
貢
献
の
推
進

等
に
注
力
し
た
。

専
修
大
学
及
び
石
巻
専
修
大
学
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被

災
し
た
学
生
に
対
す
る
学
費
減
免
特
別
措
置
や
被
災
者
支
援
ス
カ

ラ
シ
ッ
プ
入
学
試
験
を
実
施
し
、
被
災
し
た
志
願
者
に
は
１３
年
度

全
入
学
試
験
に
お
い
て
入
学
検
定
料
を
免
除
し
た
。
激
震
地
に
あ

っ
た
石
巻
専
修
大
学
で
は
、
１１
年
４
月
に
発
足
さ
せ
た
「
復
興
共

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
、宮
城
県
や
石
巻
市
等
と
連
携
し
な
が
ら
、

防
災
と
復
興
に
係
る
諸
事
業
を
機
動
的
に
展
開
し
、
地
域
と
と
も

に
復
興
を
目
指
し
て
い
る
。

専
修
大
学
は
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
講
し
て
い
た
法
学
部
１

年
次
（
一
部
）
の
授
業
を
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
展
開
さ
せ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
全
学
年
の
法
学
部
生
が
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学

ぶ
こ
と
と
な
り
、
大
学
院
・
法
科
大
学
院
を
含
め
、
す
べ
て
の
法

学
教
育
機
能
が
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
約
さ
れ
た
。
キ
ャ
リ
ア

教
育
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
公
募
の
１２
年
度
「
産
業
界
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
教
育
改
善
・
充
実
体
制
整
備
事
業
」
に
連
携
申

請
し
た
「
首
都
圏
に
立
地
す
る
大
学
に
お
け
る
産
業
界
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
教
育
改
善
」
が
選
定
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
体
系
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。
法
科
大
学
院
は
、
独
立
行
政
法
人
大

学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
に
よ
る
１２
年
度
法
科
大
学
院
認
証
評
価

を
受
審
し
、
適
合
の
認
定
を
受
け
た
。

研
究
力
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
「
私
立
大
学
戦
略

的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
」
に
選
定
さ
れ
た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
は
じ
め
５
つ
の
研
究
拠
点
を
展
開
さ
せ
た
。
ま
た
、
科
学
研

究
費
助
成
事
業
の
新
規
課
題
採
択
率
が
５６
・
７
％
と
な
り
、
文
部

科
学
省
の
公
表
資
料
に
よ
る
と
全
研
究
機
関
中
２
位
、
私
立
大
学

で
は
１
位
と
い
う
高
率
に
な
っ
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
に
つ
い

て
は
、「
新
神
田
５
号
館
（
仮
称
）」
と
「
国
際
交
流
会
館
（
仮
称
）」

の
建
設
に
着
手
し
た
。

石
巻
専
修
大
学
は
、
新
学
部
の
設
置
及
び
理
工
学
部
の
改
組
に

係
る
準
備
を
進
め
、
１３
年
度
か
ら
新
た
に
「
人
間
学
部
（
人
間
文

化
学
科
・
人
間
教
育
学
科
）
」
を
開
設
し
、
理
工
学
部
に
「
食
環

境
学
科
」
及
び
「
生
物
科
学
科
」
を
設
置
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

石
巻
専
修
大
学
は
、
３
学
部
７
学
科
構
成
と
な
る
。
教
育
の
質
保

証
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
は
、
厳
格
な
成
績
評
価
を
徹
底
す

る
た
め
に
、
Ｇ
Ｐ
Ａ
制
度
を
試
行
導
入
し
た
ほ
か
、
１２
年
度
入
学

生
に
は
、
単
位
制
度
の
実
質
化
を
図
る
た
め
キ
ャ
ッ
プ
制
を
導
入

し
た
。
大
学
の
特
色
の
ひ
と
つ
で
あ
る
地
域
連
携
・
貢
献
に
つ
い

て
は
、
石
巻
市
と「
大
規
模
災
害
時
の
連
携
に
関
す
る
協
定
」を
、

石
巻
市
・
気
仙
沼
市
の
商
工
会
議
所
及
び
信
用
金
庫
と
「
三
陸
産

業
再
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
携
協
定
」
を
締
結
し
た
。
今
後
も
地
域

と
の
連
携
・
共
生
を
推
進
し
、
復
興
と
再
生
、
そ
し
て
発
展
に
寄

与
し
て
い
く
。

収
入
の
部
で
は
、
当
年
度

収
入
合
計
が
予
算
比
０
・
５０

％
増
の
２
８
０
億
５
６
３
９

万
円
（
前
年
度
比
で
は
１１
・

２２
％
の
増
）
と
な
り
、
前
年

度
繰
越
支
払
資
金
を
加
え
た

収
入
の
部
合
計
で
は
、
予
算

比
０
・
３７
％
増
の
３
７
５
億

１
７
０
５
万
円
と
な
っ
て
い

る
（
前
年
度
比
で
は
６
・
９８

％
の
増
）。

支
出
の
部
で
は
、
当
年
度

支
出
合
計
が
予
算
比
１
・
８４

％
減
の
２
８
８
億
９
８
３
３

万
円
（
前
年
度
比
で
は
１２
・

８５
％
の
増
）
で
、
次
年
度
繰

越
支
払
資
金
は
、
翌
年
度
の

収
入
と
な
る
前
受
金
収
入
を

含
み
８６
億
１
８
７
１
万
円
と

な
っ
て
い
る
（
前
年
度
比
で

は
８
・
９０
％
の
減
）。

（
１
）収
入
の
部

①
学
生
生
徒
等
納
付
金
収

入
は
、
予
算
比
０
・
１０
％
増

の
１
９
４
億
７
５
９
４
万
円

（
前
年
度
比
で
は
４
・
０６
％

の
減
）
。
最
終
在
籍
者
数
が

専
修
大
学
で
１
万
９
３
５
０

人
、
石
巻
専
修
大
学
で
１
５

２
６
人
、
北
海
道
短
期
大
学

で
４
人
と
な
り
、
全
体
で
は

２
万
８
８
０
人
。
最
終
在
籍

者
数
は
、
前
年
度
と
比
べ
、

全
体
で
１
０
４
５
人
の
減
と

な
っ
て
い
る
。

②
手
数
料
収
入
は
、
予
算

比
８
・
８２
％
増
の
１０
億
６
１

９
６
万
円
（
前
年
度
比
で
は

７
・
０８
％
の
減
）
。
こ
の
う

ち
、
入
学
検
定
料
収
入
は
、

予
算
比
８
・
９９
％
増
の
１０
億

２
３
５
７
万
円
（
前
年
度
比

で
は
７
・
１８
％
の
減
）
。
入

学
志
願
者
数
が
予
算
と
比
べ

専
修
大
学
で
３
５
０
５
人
の

増
、
石
巻
専
修
大
学
で
７３
人

の
増
と
な
っ
て
い
る
。

③
寄
付
金
収
入
は
、
予
算

比
２８
・
０９
％
増
の
１
億
５
３

７
０
万
円
（
前
年
度
比
で
は

５１
・
１５
％
の
減
）。
差
異
は
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災

し
た
学
生
に
対
す
る
支
援
金

の
増
等
に
よ
る
。

④
補
助
金
収
入
は
、
予
算

比
３
・
７６
％
減
の
２０
億
８
３

５
９
万
円
（
前
年
度
比
で
は

２３
・
１２
％
の
減
）
。
こ
の
う

ち
、
国
庫
補
助
金
収
入
は
、

予
算
比
３
・
７８
％
減
の
２０
億

７
０
９
２
万
円
（
前
年
度
比

で
は
２３
・
１３
％
の
減
）
。
内

訳
は
、
経
常
費
補
助
金
が
１８

億
６
０
２
８
万
円
（
前
年
度

比
で
は
２０
・
６３
％
の
減
）
、

研
究
設
備
補
助
金
が
１
０
３

６
万
円
、
教
育
研
究
装
置
補

助
金
が
１
億
３
８
０
２
万

円
、
施
設
高
度
化
利
子
助
成

金
が
１
２
４
万
円
、
大
学
改

革
推
進
等
補
助
金
が
６
１
０

２
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

⑤
資
産
運
用
収
入
は
、
予

算
比
３９
・
３８
％
増
の
２
億
５

２
２
８
万
円
（
前
年
度
比
で

は
８
・
９３
％
の
増
）。こ
の
う

ち
、受
取
利
息
・
配
当
金
収
入

は
、
予
算
比
９６
・
６７
％
増
の

１
億
７
３
７
８
万
円
（
前
年

度
比
で
は
５１
・
３５
％
の
増
）。

⑥
資
産
売
却
収
入
は
、
固

定
資
産
売
却
収
入
で
、
車
両

の
売
却
に
よ
る
。

⑦
事
業
収
入
は
、
予
算
比

３
・
３０
％
減
の
５
億
１
６
２

万
円（
前
年
度
比
で
は
１７
・
９８

％
の
増
）。差
異
は
、
留
学
プ

ロ
グ
ラ
ム
事
前
研
修
受
講
者

減
、
伊
勢
原
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

ス
他
利
用
者
減
、
石
巻
専
修

大
学
に
お
け
る
受
託
研
究
費

使
用
額
の
減
等
に
よ
る
。

⑧
雑
収
入
は
、
予
算
比
１３

・
１７
％
増
の
７
億
４
７
９
７

万
円（
前
年
度
比
で
は
３０
・
４４

％
の
減
）。差
異
は
、
依
願
退

職
者
増
に
よ
る
退
職
金
財
団

交
付
金
収
入
の
増
、
石
巻
専

修
大
学
・
北
海
道
短
期
大
学

に
お
け
る
施
設
被
害
の
損
害

保
険
金
受
入
等
に
よ
る
増
。

⑨
前
受
金
収
入
は
、
平
成

２５
年
度
入
学
者
の
入
学
手
続

時
に
お
け
る
納
入
学
費
（
翌

年
度
の
学
生
生
徒
等
納
付
金

収
入
と
な
る
）
で
、
４２
億
９

６
６
４
万
円
。
そ
の
他
の
収

入
は
、
施
設
設
備
準
備
資
産

か
ら
の
繰
入
収
入
、
前
期
末

未
収
入
金
収
入
、
貸
付
金
回

収
収
入
等
で
４２
億
１
９
４
９

万
円
。
資
金
収
入
調
整
勘
定

（
収
入
の
振
替
控
除
科
目
）

は
、
期
末
未
収
入
金
及
び
前

期
末
前
受
金
で
４７
億
３
７
０

４
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

（
２
）支
出
の
部

①
人
件
費
支
出
は
、
１
４

４
億
２
５
７
万
円
（
前
年
度

比
で
は
５
・
２１
％
の
減
）
。

臨
時
雇
員
等
の
採
用
減
、
退

職
者
増
に
よ
る
退
職
金
の
増

等
を
含
ん
で
い
る
。

②
教
育
研
究
経
費
支
出

は
、
予
算
比
１
・
２９
％
減
の

５９
億
９
７
９
９
万
円
（
前
年

度
比
で
は
１
・
３４

％

の

減
）
。
予
算
比
増
減
の
主
な

も
の
の
決
算
額
、
要
因
等
は

以
下
の
と
お
り
。

・
印
刷
製
本
費
支
出
‥
２
億

２
２
７
８
万
円
（
１
５
１
９

万
円
の
減
）

論
集
印
刷
費
、
入
試
問
題

印
刷
費
等
の
減

・
光
熱
水
費
支
出
‥
６
億
６

２
２
９
万
円
（
１
１
６
３
万

円
の
増
）

電
気
料
金
の
値
上
げ
、
電

力
・
ガ
ス
・
水
道
使
用
量
の

増
、
重
油
・
灯
油
代
の
増

・
旅
費
交
通
費
支
出
‥
２
億

２
１
０
２
万
円
（
１
３
７
０

万
円
の
減
）

教
育
研
究
業
務
出
張
旅

費
、
教
員
個
人
研
究
費
、
在

外
研
究
費
等
の
減

・
奨
学
費
支
出
‥
７
億
４
４

３
８
万
円
（
２
１
６
９
万
円

の
減
）

被
災
学
生
に
対
す
る
学
費

減
免
奨
学
金
の
減
、
育
友
会

奨
学
金
等
申
請
者
数
の
減

・
補
助
費
支
出
‥
２
億
２
７

６
２
万
円
（
１
１
６
２
万
円

の
減
）

研
究
図
書
刊
行
助
成
費
、

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
論
集
制
作
費
、

大
学
院
生
図
書
購
入
費
・
コ

ピ
ー
援
助
費
、
教
員
個
人
研

究
費
等
の
減

・
修
繕
費
支
出
‥
４
億
８
５

５
０
万
円
（
４
５
５
６
万
円

の
増
）

神
田
１
号
館
配
管
・
湧
水

ポ
ン
プ
更
新
、
生
田
校
舎
火

災
報
知
器
交
換
、
生
田
２
号

館
解
体
に
伴
う
関
連
工
事
、

生
田
８
号
館
研
究
室
照
明
器

具
・
空
調
機
修
理
、生
田
９
号

館
教
室
照
明
器
具
修
理
、
図

書
館
分
館
空
調
機
修
理
、
石

巻
専
修
大
学
２
号
館
屋
上
防

水
シ
ー
ト
張
替
工
事
等
の
増

・
委
託
費
支
出
‥
１７
億
１
６

５
万
円
（
１
９
３
３
万
円
の

減
）神

田
校
舎
５
号
館
地
中
杭

撤
去
工
事
、
教
育
事
務
所
管

業
務
委
託
費
、
各
種
講
座
委

託
費
、
図
書
整
理
業
務
委
託

費
等
の
減

・
謝
礼
費
支
出
‥
９
４
０
６

万
円（
２
２
１
４
万
円
の
減
）

各
種
講
座
講
師
謝
礼
費
、

授
業
科
目
外
部
講
師
謝
礼

費
、
教
育
実
習
謝
礼
等
の
減

③
管
理
経
費
支
出
は
、
予

算
比
４
・
１２
％
減
の
１７
億
３

３
６
８
万
円
（
前
年
度
比
で

は
５
・
１８
％
の
増
）。

予
算
比
増
減
の
主
な
も
の

の
決
算
額
、
要
因
等
は
以
下

の
と
お
り
。

・
委
託
費
支
出
‥
４
億
１
０

６
３
万
円
（
１
９
０
４
万
円

の
減
）

管
理
事
務
所
管
業
務
委
託

費
、
入
試
資
料
等
発
送
委
託

費
等
の
減

・
雑
費
支
出
‥
１
億
７
１
６

２
万
円
（
４
４
８
８
万
円
の

減
）被

災
し
た
志
願
者
に
対
す

る
入
学
検
定
料
免
除
額
等
の

減
④
借
入
金
等
利
息
支
出

は
、
予
算
ど
お
り
で
２
２
０

９
万
円
。

⑤
借
入
金
等
返
済
支
出

は
、
予
算
ど
お
り
の
返
済
で

７
億
８
７
７
６
万
円
。

⑥
施
設
関
係
支
出
は
、
予

算
比
１
・
５９
％
減
の
４０
億
１

２
０
９
万
円
（
前
年
度
比
で

は
６
１
０
・
６０
％
の
増
）。

こ
の
う
ち
建
設
仮
勘
定
支

出
は
、
神
田
５
号
館
（
仮

称
）
、
国
際
交
流
会
館
（
仮

称
）
、
生
田
新
体
育
寮
・
新

体
育
館
（
仮
称
）
新
築
工
事

費
計
上
額
の
減
。

※
⑥
の
主
な
内
容
に
つ
い

て
は
、
後
記
の
〔
主
な
施
設

等
整
備
事
項
〕
に
記
載
。

⑦
設
備
関
係
支
出
は
、
予

算
比
５
・
６１
％
増
の
５
億
９

８
３
９
万
円
（
前
年
度
比
で

は
１７
・
１６
％
の
増
）。

こ
の
う
ち
、
教
育
研
究
用

機
器
備
品
支
出
は
、
予
算
比

１０
・
０２
％
増
の
３
億
５
７
８

４
万
円
で
、差
異
は
、自
然
科

学
実
験
室
実
験
用
具
、
生
田

８
号
館
教
室
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー
、
石
巻
専
修
大
学
新
学
部

開
設
に
伴
う
設
備
品
等
の
増
。

⑧
資
産
運
用
支
出
は
、
予

算
比
５４
・
７７
％
減
の
１
億
６

５
０
８
万
円
（
前
年
度
比
で

は
８６
・
５４
％
の
減
）。

退
職
給
与
引
当
資
産
へ
の

繰
入
支
出
が
５
０
０
０
万

円
、
法
人
基
金
準
備
資
産
へ

の
繰
入
支
出
が
１
億
１
５
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

⑨
そ
の
他
の
支
出
は
、
前

期
末
未
払
金
支
払
支
出
、
前

払
金
支
払
支
出
等
で
２１
億
６

３
３
６
万
円
。
予
備
費
の
使

用
額
は
な
い
。
ま
た
、
資
金

支
出
調
整
勘
定
（
支
出
の
振

替
控
除
科
目
）
は
、
期
末
未

払
金
及
び
前
期
末
前
払
金
で

９
億
８
４
７
１
万
円
。

〔
主
な
施
設
等
整
備
事
項
〕

〈
専
修
大
学
〉

①
神
田
校
舎
隣
接
地
取
得

②
神
田
１
号
館
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
更
新
③
神
田
３
号
館
学
生

食
堂
改
修
④
神
田
５
号
館

（
仮
称
）
新
築
（
当
年
度
着

工
‥
継
続
）
⑤
神
田
７
号
館

７
３
１
教
室
視
聴
覚
設
備
更

新
⑥
神
田
図
書
館
分
館
改
修

⑦
生
田
２
号
館
解
体
関
連
工

事
⑧
生
田
４
号
館
４
１
０
教

室
視
聴
覚
設
備
設
置
⑨
生
田

８
号
館
加
圧
給
水
ポ
ン
プ
改

修
⑩
生
田
９
号
館
特
別
書
庫

空
調
機
改
修
⑪
学
内
ポ
ー
タ

ル
シ
ス
テ
ム
更
新
⑫
国
際
交

流
会
館（
仮
称
）新
築
（
当
年

度
着
工
‥
継
続
）
⑬
生
田
会

館
分
電
盤
更
新
⑭
生
田
総
合

体
育
館
空
調
機
改
修
⑮
生
田

新
体
育
寮
・
新
体
育
館
（
仮

称
）
新
築
（
当
年
度
着
工
‥

継
続
）
⑯
生
田
女
子
体
育
寮

電
気
幹
線
増
設
⑰
伊
勢
原
体

育
施
設
照
明
設
備
新
設
⑱
伊

勢
原
体
育
施
設
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
陸
上
競
技
ト
ラ
ッ
ク

新
設
⑲
伊
勢
原
体
育
施
設
テ

ニ
ス
ク
レ
ー
コ
ー
ト
改
修

〈
石
巻
専
修
大
学
〉

①
新
学
部
開
設
に
伴
う
施

設
改
修
②
４
号
館
３
階
間
仕

切
り
壁
増
設

消
費
収
入
の
部
で
は
、
帰

属
収
入
合
計
（
学
校
法
人
の

負
債
と
な
ら
な
い
収
入
）
が

予
算
比
０
・
９１
％
増
の
２
４

４
億
４
７
４
１
万
円
と
な
っ

た
〔
前
年
度
比
で
は
７
・
４２

％
（
１９
億
５
９
１
０
万
円
）

の
減
〕
。
基
本
金
組
入
額
合

計
が
、
予
算
比
２
・
８８
％
減

の
５２
億
５
２
７
４
万
円
（
前

年
度
比
で
は
４
０
１
・
０７
％

の
増
）
と
な
り
、
消
費
収
入

の
部
合
計
は
、
予
算
比
２
・

００
％
増
の
１
９
１
億
９
４
６

７
万
円
〔
前
年
度
比
で
は
２４

・
３１
％
（
６１
億
６
３
５
３
万

円
）
の
減
〕
と
な
っ
た
。

基
本
金
組
入
額
合
計
の
内
訳

第
１
号
基
本
金

５２
億
５

２
６
６
万
円
の
組
入
（
当
年

度
取
得
資
産
及
び
借
入
金
返

済
等
の
組
入
額
）

第
２
号
基
本
金

当
年
度

組
入
額
な
し
（
将
来
取
得
す

る
固
定
資
産
の
取
得
に
充
て

る
預
金
等
の
資
産
の
組
入
額
）

第
３
号
基
本
金

８
万
円

の
組
入
（
校
友
会
研
究
奨
励

基
金
等
の
組
入
額
）

第
４
号
基
本
金

当
年
度

組
入
額
な
し
（
恒
常
的
に
保

持
す
べ
き
資
金
と
し
て
定
め

ら
れ
た
額
の
組
入
額
）

消
費
支
出
の
部
で
は
、
消

費
支
出
の
部
合
計
が
予
算
比

１
・
００
％
減
の
２
４
８
億
４

３
９
６
万
円
〔
前
年
度
比
で

は
２
・
４９
％
（
６
億
３
３
２

８
万
円
）
の
減
〕。

当
年
度
消
費
収
支
差
額

は
、
５６
億
４
９
２
８
万
円
の

消
費
支
出
超
過
額
（
前
年
度

は
１
億
１
９
０
３
万
円
の
消

費
支
出
超
過
額
）
と
な
っ

た
。
前
年
度
繰
越
消
費
支
出

超
過
額
を
加
え
た
翌
年
度
繰

越
消
費
支
出
超
過
額
は
、
３

０
５
億
９
４
６
２
万
円
と
な

っ
て
い
る
。

※
前
記
の
資
金
収
支
計
算

書
と
共
通
の
科
目
が
あ
る
の

で
、
消
費
収
支
計
算
書
特
有

の
も
の
に
つ
い
て
説
明
。

（
１
）消
費
収
入
の
部

①
寄
付
金
は
、
予
算
比
１９

・
９７
％
増
の
３
億
２
４
０
２

万
円
（
前
年
度
比
で
は
３７
・

７２
％
の
減
）。

こ
の
中
に
は
、
現
物
寄
付

金
等
が
含
ま
れ
て
い
る
。

内
訳

受
贈
お
よ
び
編
入
図
書

１
億
５
１
３
８
万
円

そ
の
他
の
受
贈
資
産

１
８
９
３
万
円

（
２
）消
費
支
出
の
部

①
人
件
費
は
、
予
算
比
０

・
１１
％
減
の
１
４
３
億
３
１

１
万
円
（
前
年
度
比
で
は
２

・
５４
％
の
減
）
で
、
退
職
給

与
引
当
金
繰
入
額
７
億
９
０

９
１
万
円
を
含
ん
で
い
る
。

②
教
育
研
究
経
費
は
、
予

算
比
０
・
７３
％
減
の
８３
億
６

９
７
５
万
円
（
前
年
度
比
で

は
３
・
１３
％
の
減
）
で
、
減

価
償
却
額
２３
億
７
１
７
５
万

円
を
含
ん
で
い
る
。

③
管
理
経
費
は
、
予
算
比

３
・
６３
％
減
の
１９
億
５
０
４

４
万
円
（
前
年
度
比
で
は
２

・
９７
％
の
増
）
で
、
減
価
償

却
額
２
億
１
６
７
６
万
円
を

含
ん
で
い
る
。

１

資資
金金
収収
支支
計計
算算
書書

１１２２年年度度決決算算概概要要

２

消消
費費
収収
支支
計計
算算
書書

学校法人
専修大学

（２）２０１３年（平成２５年）６月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第５１３号


